
日本セラミックス協会が毎年開催している秋
季シンポジウムは日本全国のセラミックス研究
者が一同に集う非常に大きな学会であり，第
２４回を迎える今回は北海道大学札幌キャンパ
スで９月７日から９日までの３日間行われた。
今回の秋季シンポジウムは２６のセッションに
分かれており，それぞれで大学と企業の研究者
達が自身の成果を口頭発表もしくはポスター発
表で披露していた。各セッションの口頭発表で
は一般講演の他に４０分間ないしは２０分間の基
調講演と依頼講演が行われていた。口頭発表，
ポスター発表のどちらも参加者同士の活発な議
論が展開されていた。今回は，名古屋工業大学
の早川知克先生がオーガナイザを務められた

「先進フォトニクス材料の創成と展開」という
セッションを中心とした３日間の聴講記をここ
に記す。

【初日】

初日の基調講演はワールドラボの池末明生先
生による「光学単結晶から多結晶セラミックへ
の技術革新」であった。レーザー素子と言えば

当然単結晶という考えを持っていた私にとって
衝撃的な内容であり，セラミックレーザーの重
要性・将来性を感じさせてくれた非常に興味深
い講演であった。初日の一般講演の多くは蛍光
体に関するものであり，その中でも特に興味を
持ったのは長岡技術科学大学の加藤有行先生ら
による「高濃度希土類添加チオガレート化合物
の光物性と応用」である。Eu 添加チオガレー
ト化合物，MGa２S４：Eu（M=Ca，Sr，Ba）にお
いて，M を Eu で１００％ 置換した EuGa２S４の発
光強度が MGa２S４：Eu と比べて室温でも約
３０％ とあまり濃度消光を示さないという非常
に興味深い結果であった。蛍光体を中心とした
希土類の重要性を述べた研究が多かったため，
東京大学の藤田豊久先生による「希土類資源の
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現状といくつかの鉱物処理とリサイクル」とい
う講演の面白さが増していた。希土類資源はハ
ワイ沖の泥に多く含まれており，通常の鉱床と
は違い放射性物質が少なく，簡単に酸溶出可能
であるというお話からは新たな希土類資源供給
源としての可能性を感じられた。午前の部と午
後の部の間はポスター発表が行われており，そ
の会場は写真に示すように非常に混雑してお
り，多くの人々がポスターの前で発表者と討論
を行っていた。私自身も同じ系のガラスを研究
している東北大学の井原梨恵先生から非常に興
味深いお話を聞くことができた。昼食の時間と
重なっていたのもあり，数個のポスターしか詳
細を確認できなかったのが残念である。

【二日目】

二日目の基調講演は静岡大学の中西洋一郎先
生による「蛍光体の基礎とさらに広がる応用分
野」で，蛍光体の歴史から始まり基本的な原理
や今後の新たな応用分野についてのお話であっ
た。CRT ディスプレイが LCD および PDP デ
ィスプレイに代わっているというお話を聞いて
いると蛍光体という分野は衰退しているように
感じたが，最後まで聞くと将来的には様々な分
野での利用が考えられるという結論に至ってい
た。数多くの新たな応用分野が存在しているか
らである。その中でも一番興味を持ったのは太
陽電池用波長変換材料であり，自然エネルギー
への転換が叫ばれる今日，非常に重要な技術に

なることは間違いない。本研究室でも Bi を発
光中心とする太陽電池用波長変換材料の研究を
行っており，参考になる点も多々あった。二日
目の一般講演では午前中最初の産業技術総合研
究所の赤井智子先生らによる「Cu または Mn
を発光元素とするシリカ微粒子の高効率発光」
にまず興味を持った。孔径数ナノ程度のポーラ
スシリカに Cu や Mn をドープして還元雰囲気
で焼成すれば紫外光で発光するシリカを得られ
るという研究であった。Cu や Mn に Al や Ga
を共ドープしたり，焼成雰囲気をコントロール
すれば発光色や強度を制御出来ており，希土類
元素を用いなくても発光材料を作製できる点が
非常に興味深かった。阿南工業高等専門学校の
小西涼太氏らによる「添加元素によるスズ含有
セラミックス蛍光体の発光特性の変化」という
講演は始まった瞬間に驚いてしまった。高専と
いうことでてっきり先生がご講演されると思い
込んでいたら学生が発表を始めたためである。
高専生は大学生で言えば二回生。三年前の自分
ではこのような場で堂々と発表することは出来
なかっただろうなと感じながら聞いていた。内
容自体も非常に面白く，ソーダボロシリケート
セラミックスに酸化スズを添加して蛍光体を作
製し，そこに CuO を添加することで発光効率
が上昇していた。添加する物質の種類や量を調
整することでさらなる発光特性の向上が期待さ
れるテーマであった。

【三日目】

最終日である三日目は基調講演はなく，セッ
ション自体が午前中で終了であった。この日は
私の発表も控えており，非常に緊張していた。
初めの講演は慶應義塾大学の橘田真実氏の「酸
化還元応答型スマート蛍光体の創製」で，私は
これを聞いて初めてスマートマテリアルという
言葉を知った。スマートマテリアルとは外的環
境の変化に応じて特性や構造が変化して機能を
発揮する材料で，この講演では化学的な酸化還
元状態に応じて蛍光強度が変わる無機材料につ
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いて報告していた。LaPO４：Eu３＋を作製し，Eu
の価数が酸化還元により変わってスウィッチン
グ機能を発揮しており，センサー材料等への応
用が期待される非常に興味深い内容であった。
また，最後の講演の長岡技術科学大学の鈴木太
志氏による「希土類モリブデン系ガラスへの β’
―Gd２（MoO４）３結晶の二次元パターニング」が非
常に興味深かった。ガラス表面にレーザーを用
いて結晶化パターニングを行うというのは非常
によく聞く話であるが，ラインやドットではな
く平面状の二次元パターニングというのは始め
て聞く話であった。レーザーでラインを作製
し，何度もステップしながら平面状の四角形パ
ターンを描くことで周期的なドメインを形成し
ていた。これは新たなガラスの表面結晶化制御
技術であり，今後さらなる応用が期待される内
容であった。

三日間を通して最先端の研究成果を聞ける非

常に意義のある学会であった。ガラスだけでは
なく様々な分野の講演を聞けたため自分の知見
を広げることができた。日本セラミックス協会
が開催している大きな学会は他にも年会があ
り，今年度は３月１９～２１日に京都大学で開催
される。次回も是非参加し研究成果を聞くだけ
ではなく，企業や大学の方々を唸らせるような
研究発表を是非行いたい。

図３ ポスター会場の様子
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